
第２部 世界のさまざまな地域   第２章 世界の諸地域  第６節 オセアニア州 

２ 移民の歴史と多文化社会への歩み 

○移民の歴史 

オセアニア州：国旗にイギリス国旗が描かれてる国や、フランス領になっている地域もある 

→20世紀初めまで、イギリスやフランスなどの（ 植民地 ）だったことのなごり 

 

（ オーストラリア ★）  首都：キャンベラ 

18世紀後半：イギリスの植民地となり、イギリスからの（ 移民 ★）によって開拓 

第二次世界大戦後：イギリス以外のヨーロッパからの移民を受け入れ 

→1970年代初めまでヨーロッパからの移民以外を制限、（ 白豪主義 ★）をとる 

※（ 白豪主義 ）とは、オーストラリアでとられたヨーロッパ系の白人を優先する政策のこと 

→1970年代以降に移民政策を変更、アジアやオセアニアの国々からの移民が増加 

 

○多文化社会への歩み 

オーストラリアの社会：イギリスの影響が強い 

→様々な地域からの移民が増加したことで、（ 多文化社会 ）へと変化 

公用語：英語、テレビ放送などで英語以外の多言語放送が行われている 

先住民：（ アボリジニ ★★）→社会的・経済的地位の向上や伝統文化を尊重 

 

ニュージーランドの社会：イギリスからの移民による国づくり 

→多文化社会の一員として（ マオリ ）の文化や社会的地位を守る取り組み 

公用語：英語とマオリの言語 

先住民：マオリ 

オークランドの都市など、ポリネシアの島々からの移民も増加 

 

 

 

 


